
第３４回原子力委員会定例会議議事録 

 

１．日 時  令和４年８月３０日（火）１４：００～１５：１５ 

 

２．場 所  中央合同庁舎８号館６階６２３会議室 

 

３．出席者  内閣府 

       内閣府原子力委員会 

        上坂委員長、佐野委員、岡田委員 

       内閣府原子力政策担当室 

        進藤参事官、梅北参事官 

       日本原子力研究開発機構 

        小口理事長 

 

４．議 題 

 （１）「原子力利用に関する基本的考え方」について（日本原子力研究開発機構 理事長 

小口 正範氏） 

 （２）上坂原子力委員会委員長の海外出張報告 

 （３）その他 

 

５．審議事項 

（上坂委員長）それでは、時間になりましたので、第３４回原子力委員会定例会議を開催いた

します。 

  本日の議題ですけれども、一つ目が「原子力利用に関する基本的考え方」について（日本

原子力研究開発機構 理事長 小口正範氏）、二つ目が上坂原子力委員会委員長の海外出張

報告、三つ目がその他でございます。 

  それでは、事務局から説明をお願いいたします。 

（進藤参事官）一つ目の議題は「原子力利用に関する基本的考え方」についてです。「原子力

利用に関する基本的考え方」の見直しに向けた検討を進めるに当たって御意見を伺うため、

本日は日本原子力研究開発機構理事長、小口正範様に御出席いただいております。最初に小
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口様から御説明いただき、その後、委員との間で質疑を行う予定です。 

  それでは、小口様、説明をよろしくお願いいたします。 

（小口理事長）ただいま紹介を賜りました日本原子力研究開発機構の理事長の小口でございま

す。本日はこういう機会を頂戴いたしまして、誠にありがとうございます。 

  それでは、資料に沿いましてお話をさせていただきたいと思います。 

  まず、１枚めくっていただきます。 

  ここに簡単な自己紹介がございますが、私は本年の４月に前児玉理事長の後任といたしま

して、日本原子力研究開発機構の理事長に就任をいたしました。その前は４０年間にわたっ

て三菱重工業に勤務しておりまして、主に財務系の業務を担当しております。三菱重工業は

御承知のように原子力が一つの大きな事業でございまして、私自身も若い頃、神戸造船所、

これは原子力事業の主力事業所でございますけれども、そこで勤務をしていた頃から経営者

に至るまで直接・間接に原子力事業に携わってまいりましたので、ここの理事長に就任をす

ることになったというのも私にとってはある意味宿命であったかのように思うところがござ

います。 

  本日はお時間を頂戴いたしまして、私の原子力に対する見解並びに原子力機構のこれから

の取組、こういったものを御説明できればと思っております。 

  次のページをお願いします。 

  まず、原子力をめぐる我が国の現状についての私の認識でございますが、我が国の存立基

盤であるエネルギー安全保障への重大な懸念が生じているということでございまして、これ

は今回ウクライナ問題とかいろいろございますけれども、私は本質的に日本が過度にエネル

ギー源を海外に依存していると、そういう脆弱性につきましては変わらない、それが何かあ

るたびに顕在化するということでございまして、長期的な視点から我が国のエネルギー安全

保障については取り組むべき課題だと思いますけれども、それに昨今は大きな懸念が生じて

いると、こういう認識でございます。 

  それから、長い間我が国は原子力発電をしてまいりまして、そういう意味では安定電源と

して原子力を活用してきたわけでございますけれども、同時に放射性廃棄物の問題というも

のについては完全に解決ができていないと、こういう状況の中で安定して原子力を活用する

上では放射性廃棄物の解決というものが喫緊の課題になってきていると、こういうふうに考

えてございます。 

  それから、高経年化した原子力施設の廃止措置に関わる課題も存在すると思っております。
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私どもももんじゅ、ふげん、東海再処理工場等、廃止が決定いたしております設備を保有し

ておりまして、これが問題、これをどういうふうに廃止していくかというのは大きな課題で

ございます。我が国全体を見てもやはり軽水炉、プラントの廃止措置がこれから出てくると

いうことで、これについての先行的な研究を着実に果たしていく必要があるという課題があ

るというふうに認識しております。 

  それから、昨今、脱炭素社会の実現ということが世界的な一つの価値となっております。

そういう状況の中で我が国の国際競争力を維持するためには、非エネルギー分野における原

子力技術の活用というものが従来以上に期待されているのではないかという認識でございま

す。 

  さらに、一方で今度はネガティブな要素ですけれども、長い間原子力、特に福島事故以降、

やはり少し低調であったということで、人材やサプライチェーンなど原子力を支えるリソー

スが劣化をしている、これについては早急な対応が求められていると思っております。 

  それから、やはり原子力の研究開発というのはどんどん高度化をしていくという中で、社

会実装を単独で実行できる国はなくなっているということを考えますと、これからは国際協

力をどのように進めていくか、この重要性が高まっているというのが主な私の認識でござい

ます。 

  次のページをお願いします。 

  そういうことも受けまして、私どもとしましては、今年の４月から７年間の第４期中長期

計画を策定し、発表しております。幾つかの項目がございますけれども、本日は時間も限ら

れておりますので、その中の重要な点について御説明をしたいと思います。この中の赤字で

ちょっと記したところでございます。具体的には次のページから御説明をいたします。 

  次をお願いします。 

  まず、革新的原子力技術開発への取組でございます。私どもが今力を入れておりますのは、

高温ガス炉と高速炉の技術開発でございます。高温ガス炉につきましては、私どもが所有す

るＨＴＴＲ、高温工学試験研究炉による安全性の国際的な実証、それから、カーボンニュー

トラル水素製造方法の研究開発に力を入れております。 

  それから、高温ガス炉につきましては、ＳＭＲの特徴を有しておるということもございま

すので、これの実用化に向けた研究開発、これは当然ながら安全性を第一に国の方針に従っ

て全力で取り組んでまいりたいというふうに考えている分野でございます。 

  それから、もう一つは高速炉でございますが、私どもはもんじゅを運転しておりましたが、
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今は廃止措置に向かっております。そういう意味において高速実験炉常陽の役割というのは

非常に大きくなっているわけでございますが、現在、今は新規制対応で止まっております。

したがいまして、速やかな運転再開と、それから、それをベースにした高速炉の実用化に向

けた研究開発を加速したいというのが私どもの今の立場でございます。 

  一方、高速炉につきましては使用済燃料の再資源化、これはプルトニウム、ウランだけで

はなく白金族とかマイナーアクチノイドとかいろいろございますけれども、これの再資源化、

それから、高レベル放射性廃棄物の減容ですとか有害度低減に向けた高速炉を使ってこのよ

うな方向に向けた研究開発にも力を入れたいというふうに思ってございます。 

  次をお願いします。 

  次は非エネルギー分野への取組でございます。私どもは世界最先端の物質科学研究炉、Ｊ

－ＰＡＲＣあるいはＪＲＲ－３を所有しておりますので、私どもだけではなく産業界あるい

は官、大学、こういったところと力を合わせて医療用放射性同位元素の製造等に関する研究

ですとか産業用の新素材の開発に関わる研究、さらに、まだこれから様々な可能性が考えら

れます中性子を用いた新たな産業分野の適用研究、こういったものに力を入れてまいりたい

と思っているところでございます。 

  次のページをお願いします。 

  それから、私どもにとって大きな課題、これは国民的な期待も強くあると思っております

けれども、東電福島第一事故対応への取組でございます。これにつきましては、廃炉に向け

た戦略ロードマップに沿った各種技術開発を担当しておりまして、大きく申し上げれば次の

３点になるわけでございますが、一つは楢葉研究施設における燃料デブリ取り出し等に関わ

る技術的課題に対する取組でございます。 

  それから、二つ目は大熊研究施設におけるＡＬＰＳ処理水の海洋放出前の第三者分析でご

ざいます。本日、関連閣僚会議がございまして、永岡文部科学大臣からもしっかり取り組む

ように御指示を受けたところでございます。 

  それから、福島県内に散在しておりますＣＬＡＤＳにおいて燃料デブリの性状分析・取扱

いあるいは飛散した放射性物質の環境への影響、こういったものの研究にも取り組んでまい

りたいと思っております。 

  次をお願いします。 

  続いてバックエンド分野への取組でございます。原子力施設の廃止措置というのは着実に

推進しなければならないと思っております。これは今現在、もんじゅにおきましては炉から
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燃料を取り出しまして、燃料保管池の方に移送を開始したところで、本年１２月頃には終了

する予定でございます。 

  それから、ふげんにつきましては、使用済燃料の海外への移送、使用機器の解体・撤去に

着手しております。特に使用機器については大型機器のループの一つを解体・撤去済みでご

ざいます。 

  それから、私どもの東海再処理施設、ここは高レベル放射性廃棄物の処理をする必要がご

ざいます。新規制基準を踏まえた安全性の向上対策を実施しておりますけれども、同時にガ

ラス固化の作業を行っているところでございます。順調に進んでおりますけれども、いろい

ろな研究的項目もございまして、ガラス固化過程における様々なデータを分析して、パラメ

ーターなどを分析しながら進めてまいりたいと思っているところでございます。 

  それから、高レベル放射性廃棄物の処理処分、これは地中埋設も含めて幅広い研究になり

ます。それから、低レベル放射性廃棄物の処理処分、こういった取組も重要なポイントとい

うふうに思っております。 

  次をお願いします。 

  そのような私ども原子力機構に課せられたミッション、これをやはり再認識すると同時に、

それをうまく実現していくためには必要な自己改革を進めていく必要があると、このように

思っております。原子力機構の果たすべき役割といたしましては、やはり国家の方針に基づ

いて、従いまして、とは言いながら原子力機構がそれなりの主体性をもって国内外の関係組

織体と協力し合い、その目的を達成すること、原子力技術の社会実装に向けて着実にリーダ

ーシップを発揮する、これが私どもの果たすべき役割ではないかというふうに思っておりま

す。 

  そのためにはやはり体制整備、組織力の向上ということが不可欠でございまして、やはり

職員のモチベーション向上、それから、個々人の力ではなく組織として大きな力を発揮する

ための組織論的な改善、こういったものに私としては取り組んでいく必要があるというふう

に思っております。職員全員が目標を共有することで意識改革を進め、明るく規律ある職場

風土の形成に努めたいと思いますし、やはり責任というものを各階層で認識し、時間軸です

とか成果、これを意識した経営を目指したいと思います。 

  それから、先ほどもちょっと申し上げました個々人の力、これは十分あると思っておりま

すけれども、それを組織力としてうまく転換して機構全体としてパフォーマンスを目指して

いくと、これが機構としての自己改革を進めていく一つの方向性でございます。 
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  それから、次をお願いいたします。 

  原子力を進めていく上に際しましては、とにかく社会から受け入れられるということが大

前提でございます。そのためには社会とのコミュニケーションをどうやってうまく取ってい

くか、地元自治体を含みます社会全体から理解、信頼を得るためにどうしたらよいか、その

ための最善を尽くしたいと思いますが、やはり私どもはこれが必ずしも上手であったとは思

っておりません。それはどうしても説明がエクスプラネーション、我々の立場を説明すると

いうところに終始していたのではないかと。そうではなくて聞く側がどれだけ納得していた

だけるかと。ある意味、私どもは国家の税金によって運営されている組織でございますので、

お客様は国民、社会でございます。そういった方がよく理解していただく、つまりアカウン

タビリティーというものを目線に捉えた御説明をしていく必要、コミュニケーションを取っ

ていく必要があるというふうに思っております。 

  それから、人材・設備につきましては、やはり少し劣化をいたしております。劣化をして

いるという言葉は非常に悪いんですけれども、人材が少し減少していたり設備がかなり古く

なってきたりしております。そういうような中で、やはり研究基盤を着実に強化していく、

そういう必要がございます。そういう中で、厳しい予算環境の中ではございますけれども、

私どもの事業のめり張りをつけて、総花的ではなく重点分野に思い切った資源投入を行って

いく必要があるというふうに思っております。逆に言うと、国から頂戴いたしました予算に

ついては、私どもの維持費ということではなくて、私どもが社会にどのように貢献するか、

つまり価値向上のための投資と位置づけていただきたいと、こういうような考え方で職員の

意識改革を進めてまいりたいということでございます。 

  最後になりますが、原子力委員会への御要望でございます。これは私どもの要望というこ

とでございますけれども、一つ目は、エネルギーの自給率を高めるというのは国家的な課題

だと思っております。そのためには現実に即した大局観に基づく建設的な議論を推進してい

ただきたいと思います。 

  続いて、原子力政策に関する積極的な広報活動、先ほども申しましたけれども、社会から

原子力が受け入れられなければならないというのは、私どもだけではなくて原子力に携わる

者全てに共通した課題だと思っておりますので、是非ともその点についてリーダーシップを

果たしていただきたいということでございます。 

  それから、原子力研究開発、これはエネルギー分野だけではなくて非エネルギー分野も含

めて、その必要性というものを発信していただきたい。それから、長期的な原子力利用及び
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人材の確保に関するビジョン、大きな方針がないとなかなか各論においても進みませんので、

原子力委員会におきましては、大きなビジョンの策定をお願いしたいと思っております。 

  最後に、かなりこれは国家論になりますけれども、医療用放射性同位元素製造の国産化を

進めるに当たっての環境整備への対応を期待しているところでございます。 

  以上、簡単ではございますが、私どもの御説明とさせていただきたいと思います。御清聴

ありがとうございました。 

（上坂委員長）小口様、明快な説明、誠にありがとうございます。委員長の上坂でございます。

また、最後に当委員会への要望をお示しくださり誠にありがとうございます。 

  それでは、委員会の方から質問させていただきます。 

  佐野委員、お願いいたします。 

（佐野委員）御説明ありがとうございました。小口様の新体制で経営を動かしていく中で、自

己改革でエクスプラネーションからアカウンタビリティー、それから、予算の使い方として

組織維持経費ではなくて価値向上のための投資とかの新しい考え方を取り入れて、ＪＡＥＡ

を活性化させようという意欲を垣間見ることができました。それから、最後の原子力委員会

への要望、これも一つ一つ的を射た御要望だと思います。 

  それで、一つだけ質問させていただきます。５ページの高速炉です。ＪＡＥＡの主たる活

動内容としての高温ガス炉と高速炉の二つを挙げていますが、２０１８年に経産省の主導で

高速炉に関する戦略ロードマップが発表されていて、それに対して原子力委員会からも見解

を出した経緯があります。これは御存じだと思います。 

  そのロードマップの中で、大きく三つのステップを決めました。まず２０２４年までを第

１段階として、競争を促して高速炉に関する様々なアイデアを試す段階、それから、第２に

２０２４年以降、技術を絞り込んで支援を重点化する段階、それで、第３に開発課題の構成

について検討する段階の３つのステップを言わば定義して、その中で今世紀の中頃をめどと

して、適当な規模の高速炉を造っていこうではないかとしたわけです。それで高速炉を合理

化する理由として、資源の有効利用と高レベル廃棄物の減容化、有害度の低減を挙げたわけ

です。これは国と民間企業、それから、国立研究機関であるＪＡＥＡの３者の言わばタッグ

を組んで動かしていこうと、そういう大きな枠組みを当時、高速炉ワーキングの中で定義し

ていったわけです。 

  それで、私の質問は、この中でＪＡＥＡの役割の進捗状況を御説明いただきたいのです。

ＪＡＥＡの役割というのは開発計画の立案・推進に技術面で参画するとともに、研究開発基
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盤の維持発展を図ると、そういう極めて重要な機能で、特に広く民間との共有を図る観点か

ら、民間が取り組む多様な技術開発に対応できるニーズ対応型の研究基盤を作っていくこと

が必要だということが規定されているわけですが、作って３年目ほどたった今、この進捗状

況について御説明をお伺いしたいと思います。よろしくお願いします。 

（小口理事長）どうもありがとうございました。御質問ありがとうございます。 

  ２０１８年のロードマップに記載されている研究開発の進め方、今御説明があったとおり

でございますけれども、そのステップの在り方、それから、それに関するＪＡＥＡの役割と

いうことについては私どもとしてもよく承知をしております。 

  今そういう大きな、３年前になりますか、４年前になりますか、そういう方向性の中で特

に昨今、先ほど公表されました岸田総理大臣自ら新しいグリーントランスフォーメーション

の中で、やはり新型革新炉の開発の重要性はうたわれておりますので、そういう中で私ども

が果たしていく役割は非常に大きいものだということで覚悟を新たにしたところでございま

すが、具体的にどう進めていくかということについて申し上げますと、一つはやはり高速炉、

高温ガス炉に関しまして、技術基盤というものをもう一度整理していく必要があろうかと。

開発を進めていく上で全ての技術がクリアになっているわけではなくて、これからやはり検

討していかなきゃいけない部分というのはございます。そういったものを今マッピングいた

しまして、私どもが自力でやれる部分、それから、先ほどメーカーとの協働を含めた考え方

ということもございましたが、やはり広い意味でのアライアンス、それは我が国だけではな

くて国際的な技術の共有も含めました、そういう技術基盤の早期現実化というものについて、

どこまで我々がやり、どこまでアライアンスをしながらどういった革新技術をそこに適用し

ていくかということについて具体的なマッピング検討を始めたところでございます。 

  それから、原子力というのは非常に大きな巨大技術でございますので、私どもが全てでき

るわけではございません。私たちは技術研究開発のところでリーダーシップを取る必要はご

ざいますけれども、一方でメーカーですとか、更にサプライチェーン及び研究人材と様々な

分野、つまり技術基盤というものを整備していく上ではやはりまだまだ課題があると思って

おりまして、これについても国といろいろ御相談をしながら着実に進めていくように検討を

始めたところでございます。少し具体的なところは欠けておりますが、そのように御承知を

頂くと大変有り難いと存じます。 

（佐野委員）ありがとうございました。１点だけ具体的に例えばフランスとのことでアライア

ンスということをおっしゃいましたけれども、フランスとの協力で実際ＪＡＥＡはどのよう
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な動きをされてきたのでしょうか。 

（小口理事長）フランスということ、これに関してちょっと申し上げたということはございま

せんが、先ほど申しましたのは、一国において全てのことをできる国はなくなっているとい

うところで、国際協力は必要だということでございます。そういう観点からフランスはどう

なんだと、こういうふうな御質問でありますと、やはりフランスにつきましては燃料技術に

関する技術でありますとか、燃料の処理とかそういった分野については非常に先見的な知識

を持っているところでございますので、私どものこれからの開発する炉ですとか既存の炉に

おいて発生している使用済燃料の扱いですとか、そういったところについてはフランスの企

業と様々な形での契約を含めまして、検討をしているというところでございます。 

（佐野委員）ありがとうございました。 

（上坂委員長）それでは、岡田委員、よろしくお願いします。 

（岡田委員）岡田往子と申します。小口様、ありがとうございます。 

  私はＪＭＴＲとＪＲＲ－３、ＪＲＲ－４を使い研究成果を出しております。本当にありが

とうございます。今回御質問を３点させていただきたいと思います。職員のモチベーション

についてお聞きしたいと思います。２００５年、平成１７年に核燃料サイクル機構と統合さ

れて今のＪＡＥＡになったと記憶しておりますが、１７年たっていらっしゃいますが、それ

ぞれの実績や特徴、それから、風土など今も残っているでしょうか。それがまたモチベーシ

ョンにもつながっているのでしょうか。そこを１点目にお聞きしたいと思っております。 

（小口理事長）では、まずこれにつきましては、正直申し上げて私は着任して５か月ほどでご

ざいますので、どこまでお答えできるかどうかということについては少し疑念はございます

けれども、やはり私も三菱重工業から入ってきておりまして、それぞれの組織というのは長

い間に培われた職場風土というのがあるというのは承知しております。しかしながら、今は

私どもとしましては、もう旧サイクル機構、それから、原子力研究所を統合いたしまして、

その統合する目的がやはりあったわけでございまして、それは研究開発からある種実用化に

向けた一気通貫の原子力に関する事業をそれぞれのよい点を組み合わせて作り上げると、こ

ういうことかと思います。 

  そういう意味では、今例えば高速炉の開発というものにつきましても原子力研究所系の部

分と、それから、核燃サイクル系の部分の人材をうまく組み合わせて新しいものを作り上げ

ると、こういうことで私は職場のモチベーション向上に努めているつもりであります。つま

りこれまでのやってきたやり方、それは原研流、核燃サイクル流というものはあるのかもし
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れませんけれども、それは一旦御破算にしていただいて、我々が目指すのは日本国のエネル

ギー基盤あるいは非エネルギー分野における我が国の産業基盤にどれだけ貢献できるのかと、

そういう目的に従ってどのように職員が力を出すのか、こういうような問いかけの中でモチ

ベーションの向上を図ってまいりたいと思います。 

  過去のいろんな仕事のやり方の違いというのがあるのは承知をしておりますけれども、そ

れを払拭して協働して進めていくと、こういうふうに努めていくのが様々な手段を取ってお

ります。それは理事長のメッセージを出したり若手の職員との会話をしたり、経営陣との

様々な接触機会において私の考え方を申し述べたり様々な手段を用いておりますけれども、

最終的に機構が目指す役割を達成するためには、皆さんどういうふうな形でやるのがいいの

ですかということを問いかけながらモチベーション向上に今は努めているというところでご

ざいます。 

（岡田委員）ありがとうございました。 

  次の質問も似たような質問になるかもしれしれませんが、ＪＡＥＡには研究職と技術職が

いらっしゃると思います。私、実は大学では技術職から研究職に入った人間なので、そこの

ところの人間関係がすごく気になるのですけれども、技術職と研究職の間のモチベーション

を高めるために小口様の今までの御経験からどういうことが一番大切だと思っていらっしゃ

るでしょうか。 

（小口理事長）かなり突っ込まれた御質問でございまして、回答するのが少しどうかなと今一

生懸命考えているところでございますけれども、研究職、技術職、事務職と様々な職がある

のはどこでもそうです。三菱重工業でも研究職、技術職、事務職とあります。それぞれはそ

れぞれの研究職が偉くて技術職が偉くはないんだと、こういうことではなくて、やはり研究

職と技術職若しくは事務職が一つの目標に向かってどれだけ協調し合える、そういう職場環

境を作るかということが大切だと思っておりまして、少し私として挑戦したいのは、例えば

研究職で優れた業績を上げるとフェローと、そういう評価、この人はすごい人なんだよとい

う評価をする制度があるんですけれども、一方で技術職とか技能職とか事務職にはそういう

ものがないので、今そういうものを作って、新しくそういうふうに頑張っている人は、そう

いうことをちゃんと評価するような仕組みを作るように人事の方に勧めたり、そういうこと

の検討を進めたりしてもらっているということで、どこがどう上下関係とかそういうことで

はなくて、一つの目標を達成するための役割分担が違うんだと、こういうことの意識をやは

り定着させるのが私の大きな仕事ではないかなと思っておりますし、これからも工夫をして
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いきたいと。人事制度も含めて、それから、人事交流も含めて研究をしてまいりたいと思っ

ております。 

（岡田委員）ありがとうございました。 

  最後の質問になりますが、日本の女性の科学の進出が非常に遅れています。特に原子力、

工学系は遅れております。ＪＡＥＡには女性の研究者、技術者が日本では一番多いと思って

おります。今、働き続けていく環境を整えていらっしゃるという話を聞いております。是非

女性を増やしていく活動に参画していただいて、ＪＡＥＡの女性が生き生き、ワーク・ライ

フ・バランスを取りながら働いている姿を国民に見せていただきたいと思いますが、いかが

でしょうか。 

（小口理事長）私も全くその考えに賛同しております。今女性研究者が多いというのはそのと

おりでございまして、昨今入ってくる感じですと、今年の採用ですと４分の１ぐらいは女性

職員だったのではないかなと。 

  ただ、残念ながらまだ役職者も含めて、上級管理職の比率が非常に低くなっております。

これは年齢構成上、急速には難しいところなんですけれども、やはり女性登用ということを

念頭に置いたいろいろな人事上の仕組みなども作っていく必要があるというふうに思ってい

ますし、大変活躍をしている女性というものが評価されることが大切だと思っておりまして、

先般、御記憶にあるかどうか分かりませんけれども、原子力機構がＮＨＫのテレビで取り上

げられましたけれども、原子力プラントに仮にミサイルが当たったときに内部の機器にどの

ような影響を与えるかと、こういう研究もやっているわけでございますけれども、それをＮ

ＨＫの番組で取り上げていただいて、さらに、その説明が非常に上手だったと。これは女性

の研究者が説明してくれたんですけれども、私はその日のうちにメールを上司に送って御本

人にお伝えいただくようにお願いしましたけれども、やはりそういうすぐによかったことに

ついては良かったよということを広く知っていただくことで女性のモチベーション向上とい

うか、そういったことにも配慮してまいりたいというふうに思っております。 

（岡田委員）ありがとうございました。以上です。 

（小口理事長）どうもありがとうございました。 

（上坂委員長）小口様、委員長の上坂でございます。幾つか質問させていただきます。 

  まず、最後のページの１１ページに原子力委員会への要望を出していただきました。誠に

ありがとうございます。これを是非協働で解決していきたいと、そういう思いを込めてこの

項目に呼応して質問させていただきたいと存じます。 
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  まず、先ほどの佐野委員の質問にも関連しますが、原子力研究開発について特に５ページ

にある革新炉に関しての期待が大きいと思います。特にアメリカでは更に強い勢いで研究開

発が進められております。我が国の原子力の人材育成について多くの学生や若い技術者、研

究者の参画が不可欠と考えられます。ＪＡＥＡでも既に幾つかのアメリカとの共同研究が始

まっていると思います。この革新炉の国際共同研究を若手人材育成の重要な象徴とするべく、

例えばＪＡＥＡのみならず官庁の技術開発予算を活用した大学、企業との共同研究なども推

進していただけるとよろしいかなと思っております。こういうことに関して何か課題等ござ

いますでしょうか。 

（小口理事長）お考えについては非常にそのとおりだなというふうに私としては思います。た

だ一方で、やはり一番大切なのは人材をいかに、特に原子力研究開発人材をいかに育成して

いくか、そういう上でどんな形のフォーメーションというか舞台を提供するかということの

御議論だと思うんですけれども、私はどうしても現実的な製造会社におりましたので、その

観点からちょっと申し上げると、やはり人材というのは机上ではなかなか育たないという実

感がございます。 

  したがいまして、人材をどのように外側から引っ張るということも大切なんですけれども、

人材一人一人が内部から成長したいと、こういうふうな力を刺激して、そういうことを達成

していただくためには、やはりある程度の舞台、それは願わくはプロジェクトというような

具体的な機会を提供できるかというのは一つ大きなところがあるのではないかなと思ってお

ります。ずっと原子力は新しいプラントを電力会社においてもございませんでして、我が方

の研究設備もかなり老朽化しているという中で、少し機会が乏しかったと。それに応じてや

はり人材の不足は起こっているのではないかなと言うふうに思っております。 

  したがいまして、これから大きな仕事、それは革新炉の開発という非常に大きな仕事に機

構としてはチャレンジしていくことになりますので、今高温ガス炉で申し上げれば、イギリ

スあるいはポーランド、そういうところのプロジェクトもございますし、これから先ほどお

っしゃられたとおり国のロードマップの中で研究開発を具体的に進めていくと、こういうよ

うな機運にございますので、そういう機会を上手に捉えて、併せて人材育成を考えていくと

いうような取組をさせていただきたいなというふうに思っております。 

（上坂委員長）ありがとうございます。 

  次は１１ページの一番最後の医療用放射性同位元素製造に関することであります。原子力

委員会では医療用等ラジオアイソトープ製造・利用推進アクションプランを５月３１日に決
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定しまして、その骨子は骨太の方針等の政府方針に書き込まれました。その中でＪＲＲ-３

によるモリブデン・テクネチウムの薬剤の製造はとても重要であります。是非企業と適切に

連携していただいて、目標達成してほしく思います。また、近い将来の常陽、それから、そ

の後に来る福井県の新研究炉も期待したいところであります。この医療用等ラジオアイソト

ープの製造研究は原子力バックエンドと放射化学という共通の技術分野があり、原子力バッ

クエンドの人材育成にもつながると考えております。いかがでございましょうか。 

（小口理事長）技術的な専門性という意味において私は少し語るに不十分だと思いますけれど

も、やはり放射化学がこれからの原子力について非常に重要だという認識はございます。し

たがって、この範囲をここで御指摘いただきました医療用等ラジオアイソトープ製造だけで

はなく、おっしゃるようにバックエンド部分だとか様々な共通部分に裾野を広げることによ

ってちょっと不足しております化学系の人材というのを私どもとしては育成したいというふ

うに考えております。そういう意味では先生のお考えと基本的に一緒でございますけれども、

そのためにはやはり私どもが先ほど御要望させていただきましたように、環境整備というも

のについては委員会の方でも十分配慮いただきまして、私どもと協働しながら人材の育成に

努めさせていただきたいというふうに思う次第でございます。 

  かつてどうも機構は随分人材がいたようでございますけれども、だんだんと枯渇している

という状況の中ですので、同じような危機感を私も共有しているということを最後に申し述

べさせていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

（上坂委員長）ありがとうございます。 

  次に、８ページの最後に低レベル放射性廃棄物の処理処分が書いてございます。原子力委

員会では、昨年１２月に低レベル放射性廃棄物の処理処分に関する考え方を公表しました。

研究機関の低レベル放射性廃棄物の処理処分につきＪＡＥＡに中心的役割を期待したいとこ

ろでございます。また、低レベル放射性廃棄物の処理の方針やＪＡＥＡの役割について、現

時点についてどうお考えかお聞かせいただければ幸いです。 

（小口理事長）ありがとうございます。機構が研究機関における低レベル放射性廃棄物の処理

処分について役割を演じる、果たすという任務が課せられていることについては私としても

よく承知をしております。したがいまして、これをこれからどのように具体化していくか、

こういうことになるわけでございますけれども、そのための様々な研究開発はもとより、特

に地元自治体を始め社会と、というのはどうしても放射性廃棄物という言葉が持っているネ

ガティブなイメージがございますので、やはりこれを社会とよく対話をいたしまして、上手
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に進めていきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

（上坂委員長）ありがとうございます。 

  次に、社会とのコミュニケーションについてです。ＪＡＥＡの人材育成センターは原子力

人材育成ネットワークの事務局を原産協会と協働で務められております。社会とのコミュニ

ケーションが今の日本の原子力にとって最重要課題と認識しております。特に若年層、女性

層へのコミュニケーションが大事であります。例えば人材育成ネットワークに社会コミュニ

ケーション活動の強化というようなこともあるかと存じます。ここで各原子力機関が独自に

行っている様々な広報活動、そういうものを一覧で見える化できるようなホームページの作

成・普及。また、日本原子力学会の教育委員会が行っている小中校の理科・社会の教科書の

記述の正確さのチェックや提言ですね。そういうものとも協働して、エネルギー、原子力、

放射線の記述を教科書に加筆していく。こういうこともＪＡＥＡさんのみならず原子力界全

体で取り組んでいくべきと考えております。いかがでございましょう。 

（小口理事長）私も社会とのコミュニケーションというのは非常に重要、つまり原子力を進め

ていく上で社会から受け入れられないと原子力というのは前にも後ろにも進まないというの

が私の実感でございますので、そういう意味では最重要課題の一つだと、こういうふうに考

えております。 

  先ほど私どもの資料でも申し述べましたように、ここが非常に上手ではなかったと。エク

スプラネーションでもうこちらとしては一生懸命説明しているつもりですけれども、聞いて

いる側から見ると全然説明になっていない、納得できていない、得心できていない、こうい

うことが起こっているということは私も承知をしております。特に我が国においては、やは

り女性層の方に御理解いただいていないというのは新聞等のアンケート調査等でも明らかに

出ております。 

  したがいまして、原子力というものをより身近に感じていただくためには、こういう層に

どれだけ御理解いただくかということをやはりよく考えて行動していく必要があると、こう

いう認識は持っております。そのために広報活動というのは大変重要でございますし、原子

力についての誤解もやはりあると。それがある意味風評被害といった二次的な災厄をもたら

しているということもございますので、原子力機構といたしましては、これは国からも御要

請はされているところでございますけれども、そういう解消のために、そういう誤解の解消

も含めて国民の間、社会に受け入れられるように相手の立場をよく考えて、よく進めてほし
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いということを言われておりますけれども、そのようにそこは私たちが反省して改善してい

かなきゃいけないというふうに思っておりますので、そういう方向性で様々な活動をしてま

いりたいというふうに思っております。 

  一方、人材育成という点につきましては、また別の視点からのアプローチが必要ではない

かなというふうに思っております。しかしながら、共通的なものとしましては社会が原子力

を受け入れる、受け入れていただくと、こういうことが逆に前提となっておっしゃっている

ような若手の女性研究者の人材育成と、こういうものも議論のまな板の上に乗ってくると。

つまり社会がそっぽを向いているところにはなかなか人材というのはやってまいりませんの

で、鶏か卵かという話がございますけれども、やはり社会に私どもも含めた原子力全体が受

け入れていただくような様々な打ち手を取っている中で人材育成の議論をさせていただく、

そういう意味では両にらみで進めていくのがよいのではないかと私は個人的に思っておりま

す。 

（上坂委員長）ありがとうございます。 

  これは私からの最後です。最近の報道で日本の研究論文の質と数の低下が問題となってお

ります。ＪＡＥＡの特に若い研究員ではエネルギー分野のみならず非エネルギー分野での論

文執筆を励行していただきたく考えます。いかがでございましょう。 

（小口理事長）全くそのとおりだと思っております。ただ、日本全体についての問題について

は、ちょっと私としては語る立場にはないのかなというふうに思っております。機構におき

ましては、今実感としまして、それほど数量・質ともに大きく低下しているという認識はご

ざいません。しかしながら、少し視線を長く見てみますと、どんどんとベテランの研究者が

リタイアしていく中で若手の研究者がいかに研究を通じて社会に貢献するか、そういう点に

おいて少し悩みがあるというのは承知しております。 

  私、若手のメンバーと直接ミーティングする機会を設けておるわけですけれども、やはり

上位者が少なくなっていることにおいて少し不安を感じているという声も聞いております。

したがいまして、人材の推移の中でいかにベテランの研究者がこれまで培ってきた心、技術、

そして、その前提となる問題意識、それから、その解決をするための情熱、これを加えた上

で研究を進めていくための方法序説、こういった重要なポイントをいかにシフトしていくか

ということが研究論文の質・量を維持し、また向上させていくかについての重要なポイント

ではないかなというふうに考えております。 

  特に今様々な、例えば理事長表彰とか、それから、理事長特別予算配付とかいろいろな仕
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組みを作って若い研究者の研究成果の発表、表彰、そういったものを通じてモチベーション

アップを図っておりますので、そういう活動を踏まえて機構においては研究者の論文の質と

数が低下しないように私としては努めてまいりたいというふうに考えております。 

  以上でございます。 

（上坂委員長）ありがとうございます。私からの質問は以上でございます。 

  それでは、委員の方から。佐野委員、よろしくお願いします。 

（佐野委員）追加質問をお願いしたいと思います。 

  ５ページで高速炉の二つ目のところですが、高レベル放射性廃棄物の減容、有害度低減に

向けた研究開発というのがかなり前からＪＡＥＡの主な活動内容として旗が立ってきている

わけですが、これの実現可能性のめどを現段階でどのようにお考えですか。 

（小口理事長）高レベル放射性廃棄物の減容、有害度については必ずしも高速炉だけではなく

て、いろいろ加速器とか様々なものを使ってできないかということを含めて並行的に研究を

進めております。特に高速炉を何のために使うのかと。例えば発電なのか、ある意味そうで

はなくて高レベル放射性廃棄物の減容、有害度低減あるいは使用済燃料の再資源化、こうい

うようなどちらに高速炉の役割を設定するかによって研究の方向性というのは異なるわけで

ございますけれども、私どもとしてはここに記載させていただきましたような再資源化、減

容、有害度低減というところに機構の持っている全てのある意味知識とか知恵とかものを投

入して、何とかこの実現化を進めてまいりたいというところでございますけれども、正直申

し上げて私が今把握しているところにおいては、なかなかそう簡単ではないなと。幾つも高

速炉にしろ加速器にしろ課題があるというところで、もう一山、二山あるのではないかなと

いうのが正直なところの実感でございます。 

  しかしながら、これは解決をしなきゃいけない大きな問題として認識しておりますので、

何とかこれを乗り越えるようにリソース、それから、研究環境の充実、こういうものに努め

てまいりたいと思います。今現在においてここまでできましたというところは、残念ながら

申し上げられないところではございますけれども、是非ともこれはクリアしていきたいとい

うふうに思うテーマでございます。 

（佐野委員）ありがとうございます。 

  もう一点ですけれども、ちょっと具体的ですが、例の高速ワーキングのレポート、戦略ロ

ードマップの中でＪＡＥＡと民間の高速炉に関する研究で、民間のニーズに対応するような

研究基盤を作っていくというのがあるのですが、そのために当時、２０１８年、ＪＡＥＡの
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持っていた民間との関係予算の委託費３分の１程度補助金に変えて、つまりＪＡＥＡがテー

マを設定して民間に委託するのではなくて、民間の選んだテーマに対してＪＡＥＡが補助金

を出すという制度を導入したと思うのですが、それ以降、それから３年ほどたつわけですが、

予算の構成も含めてどのような推移を示しているのでしょうか。 

（小口理事長）高速炉につきましては、御承知のように三菱ＦＢＲ、民間、それから、三菱重

工業、そういったメーカーと協働して進めているというのは、これはもう紛れもない実態で

ございます。その中で私どもがどういうふうなお金のやり取りをしているかということでご

ざいますけれども、今現状ではここまでの１０年間については、かなり革新炉開発予算が削

減されてきておりまして、加えて震災後、福島以降、国家的な方針として高速増殖炉の開発

がどうなるんだと不透明な状況になってきておりまして、具体的な進捗が進んでいないとい

うところが現実だったのではないかなと。そういう意味において、今御指摘いただいたよう

なフォーミュラがうまく回っていたか、回っているかという御質問については少しそうでは

ないと。ちょっと予算の減少と方向性が曖昧化された中で、当初予定されたフォーミュラが

機能していなかったのではないかというのが正直なところでございます。 

  したがいまして、これから少し国の方針も明確化されつつありますし、それに新聞報道等

によりますと、やはりグリーントランスフォーメーションの中で予算化という問題が起こっ

ているということは認識しておりますので、御指摘いただいたような方向性については今後

の課題とさせていただきたいというふうに思います。どうも中途半端な回答で申し訳ござい

ませんが、今私としてはその程度の回答になってしまいます。すみません。 

（佐野委員）ありがとうございました。後で結構なんですけれども、２０１８年以降のニーズ

対応型のプロジェクトですね、民間から出てきたアイデアに対してＪＡＥＡが補助金を出し

た例ですが、幾つか示していただきたいと思います。よろしくお願いします。 

（小口理事長）承知しました。分かりました。 

（佐野委員）お願いいたします。それだけです。 

（上坂委員長）ありがとうございます。 

  それでは、委員会からの質問は以上でございます。どうも丁寧な説明と質疑対応、ありが

とうございました。これからもどうかよろしくお願いいたします。 

（小口理事長）こちらこそどうぞよろしくお願いいたします。失礼いたします。 

（上坂委員長）議題１は以上であります。 

  次に、議題２について事務局から説明をお願いいたします。 
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（進藤参事官）二つ目の議題は、上坂原子力委員会委員長の海外出張報告についてです。 

  それでは、上坂原子力委員長より御説明をお願いいたします。 

（上坂委員長）僭越ですが、私の方から資料第２号を使って海外出張報告をさせていただきた

いと存じます。 

  出張先はアメリカ合衆国のアルバカーキ、ロスアラモスでニューメキシコ州です。ここに

は書いていないですけれども、南西部なので暑く、乾燥していると思ったのですが、季節風

の影響で毎日夕立があってもとても過ごしやすい気候でございました。 

  そして、期間が８月７日から１４日の１週間でございます。 

  目的ですが、アルバカーキで開催される北米最大規模の粒子加速器学会Ｎｏｒｔｈ Ａｍ

ｅｒｉｃａｎ Ｐａｒｔｉｃｌｅ Ａｃｃｅｌｅｒａｔｏｒ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ（ＮＡ

ＰＡＣ）２０２２に参加し、プレナリーセッションで筆頭基調講演を行うとともに、ＮＡＰ

ＡＣ２０２２に参加する関係者らと意見交換を行う。それから、Ｓａｎｄｉａ国立研究所の

関係者らとの会合に参加し、意見交換を行う。ロスアラモス国立研究所中性子科学センター

（ＬＡＮＳＣＥ）から招待を受けて、当研究所でＤｉｒｅｃｔｏｒ’ｓ Ｃｏｌｌｏｑｕｉ

ｕｍにおいて講演を行う。ラジオアイソトープ製造施設等を視察するということでございま

す。 

  日程はここに書いてありますように、月曜から木曜が会議に出席し、１２日にロスアラモ

スに視察、議論、講演に行きました。 

  まず、１日目ですけれども、プレナリーセッションで基調講演。これは「Ａｐｐｌｉｃａ

ｔｉｏｎｓ ｏｆ Ｐａｒｔｉｃｌｅ Ａｃｃｅｌｅｒａｔｏｒｓ」の題目で、加速器の先

進技術による小型化、研究炉と加速器のベストミックスな利用による医療用ラジオアイソト

ープの製造、これは正にアクションプランの話題を出しました。それから、大学時代に行っ

ていた小型加速器の持続可能な社会インフラへの応用、東電福島第一発電所の廃炉への応用

について講演を行いました。 

  その中で新しいラジオアイソトープ治療の概念の、Ｔｈｅｒａｎｏｓｔｉｃｓの市場拡大

の可能性、モリブデン・テクネチウムの生産方法の変革、つまり高濃縮ウラン研究炉から、

低濃縮ウラン研究炉と中型加速器によるジャストインサプライ体制へ、また、東大での研究

例としてＸバンド電子ライナックＸ線源による橋梁検査、福島燃料デブリのその場分析の可

能性について説明を行いました。講演後は多くの参加者からの質問、問合せがありました。

講演の出席者は約４００名でありました。 
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  その後、バイ会談なんですけれども、コロラド州立大学のＴｈｏｍａｓ Ｊｏｈｎｓｏｎ

先生は福島大学との共同研究で、福島大学チームと行った研究結果の概要を説明されました。

放射性物質の環境影響ですね。チェルノブイリの原発事故との違い、それから、検体収集の

困難さなどを御説明されました。また、同氏は来年以降もまた更なる研究を行い、その結果

についてまた情報交換を行うということになりました。 

  次に、その日に国立原子力博物館でレセプションがありました。この博物館は原子爆弾が

展示されて、日本からも来場者がとても多いです。 

  そのレセプションの前にサンディア国立研究所の関係者との意見交換がありました。ここ

では私の方からまず「Ｊａｐａｎｅｓｅ Ｎｕｃｌｅａｒ Ｐｏｌｉｃｙ ａｎｄ Ｒａｄ

ｉａｔｉｏｎ Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ」の題目の資料で、日本の原子力と小型加速器応

用の状況を説明しました。この中で、原子力白書でも強調している、国民一人一人がエネル

ギー、原子力を自分事として考えてほしいということを説明しました。その後、原子力エネ

ルギーに関しては、社会における受容性の向上が最大の課題であるなど意見交換を行いまし

た。 

  次に、翌日ですが、午後のパネルディスカッションで、加速器の持続可能性について対話

を始めようというセッションにパネラーとして加わりました。写真がありますが、一番右側

は今回の会議の議長のロスアラモス国立研究所のスティーブン・ステファン先生で、その左

の女性がヨーロッパ最大の加速器メーカーの方で、それから、私の左側がローレンス・バー

クレー国立研究所の研究員の方です。パネリストとして参加しまして、社会における原子力

エネルギーの受容、原子力エネルギーをめぐるカルチャーチェンジ、カルチャーシフト、社

会において加速器が持続可能性にどのように貢献しているかなど議論いたしました。医療用

ＲＩをめぐる人材を充実させるためにも、コミュニケーションの向上が鍵となるなど話合い

が行われました。私は加速器と放射線医療、それと原子力が同じ土壌で国際的に議論ができ

た、と実感いたしました。しかも、壇上に上がるという形じゃなくて、参加者と同じフロア

において、同じ目線で議論できた。こういう場は非常に貴重だったかなと思っております。 

  それから、その日の最後にロスアラモス国立研究所の主席学芸員による「ロスアラモス国

立研究所の歴史」の講演がありました。これはロスアラモス国立研究所の歴史、また、原子

爆弾開発の説明がありました。また、１９５０年頃から同研究所の研究は、防衛技術研究が

次第に減って、現在は加速器のみならずレーザーとか超電導、量子コンピュータなど広範な

基礎研究を実施している。そういう説明がございました。 
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  それから、１０日ですけれども、レクチャーセッションの中の一つのハイライトですが、

ロスアラモス国立研究所の雇用機会均等法及び多様性に関する専門員によるレクチャーがご

ざいました。正にダイバーシティということであります。加速器部門における多様性とイン

クルージョンの一体化、考え方、経験及び視点における多様性は、問題解決を向上させ創造

性を高まることにつながる。一方、職場に多様性を持たせるためには、現状を認識し、戦略

を立て、それを反映させることや必要に応じて方針を見直すことが重要であると。先ほどの

小口理事長の議論でも出ていたことに呼応すると思います。 

  そして、１２日、ロスアラモスにおいてＤｉｒｅｃｔｏｒ’ｓ Ｃｏｌｌｏｑｕｉｕｍ講

演を行いました。それで、ここでは「Ｊａｐａｎｅｓｅ Ｎｕｃｌｅａｒ Ｅｎｅｒｇｙ 

Ａｃｔｉｖｉｔｉｅｓ ＆ Ｐｏｌｉｃｙ ａｎｄ Ａｃｃｅｌｅｒａｔｏｒ Ａｐｐｌｉ

ｃａｔｉｏｎｓ」といたしまして、発出したばかりの原子力白書の内容、および小型加速器

応用等を説明しました。 

  その後の質疑では、日米の学生の交流派遣構想について、既に様々な分野で日米協力プロ

グラムが実施しており、ＲＩ分野も今後期待できる。常陽については、発電用、アクチニウ

ム製造、長寿命放射性廃棄物の減容の研究を期待するなどの議論が行われました。これも先

ほどの小口理事長との議論と関係しております。 

  その後、ロスアラモス中性子科学センターの見学に行きました。ここは核物質と陽子線形

加速器による様々な研究が行われています。加速器は運転中だったので加速器室には入れま

せんが、この写真にありますように加速器部門長のＭａｒｋ Ｇｕｌｌｅｙ先生から電源系

統の現場の説明を受けました。 

  そして、次にこの日のハイライトでありますアクチニウム生成施設等の視察でございます。

ここは正にトリウム２３２ターゲットを使って陽子ビーム照射でアクチニウムを作っている

実験室の横で説明を受けました。核物質使用ボックスもあって、この中で照射ターゲットの

化学処理を行うということでありました。 

  その後、ランチミーティングでは、このセンターの加速器部門やＲＩ部門における人材育

成、人材派遣交流の重要性について意見交換を行いました。日米間での若手人材交流に関す

るプログラムの可能性を話し合いました。正に先ほど小口氏に私が質問に関連する、日米の

国際交流のことにも対応すると理解をいたします。 

  添付資料ですけれども、見にくいのですけれども、５日間のプログラムでございます。私

は一番左上にあるように、筆頭ということで基調講演をさせていただいたということでござ
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います。 

  以上、国際会議参加・講演のみならず、サンディアとロスアラモスのスタッフと良き議論、

特に人材交流、共同研究のいい情報交換ができました。また、がん治療用ラジオアイソトー

プで最も期待されている核種のアクチニウム２２５の製造拠点を正に見ることができたとい

うことで、とてもいい視察だと思いました。今回の知見を今後の活動に反映していきたいと

いうふうに考えております。 

  私からの説明は以上でございます。 

  それでは、佐野委員、もし御質問があれば。 

（佐野委員）大変中身の充実した御出張だったと思います。お疲れさまでございました。特に

質問はございません。 

（上坂委員長）岡田委員、いかがですか。 

（岡田委員）私の方からは、この加速器分野では、この写真をみると女性が結構多くいらっし

ゃいますが、実際に海外では多いのですか。それと日本と比べてどうなのかということをお

聞きしたいと思います。 

（上坂委員長）ダイバーシティに関連するセッションで、正にロスアラモスと、それから、ア

メリカの国立研究所の研究員女性比率が資料に出ていました。たしか、ロスアラモスが女性

比率２４％ぐらいで目標を達成していると。全体では確かに女性は１３％ぐらいであって、

目標はもう少し高かったと思います。この程度には進んでいるということです。先ほどの小

口理事長からお伺いしたところ、ＪＡＥＡでは最近、全採用者の３分の１が女性採用という

ことでした。とても進んでいるのかではないかと思いますね。 

（岡田委員）いろいろ進んでいくのだと思います。本当に女性、これから放射化学とか医学と

かそういう分野に加速器利用が入ってくると思いますので、是非女性を増やしていってもら

いたいと思います。よろしくお願いします。 

（上坂委員長）では、ほかに質問はないようでございますかね。 

  それでは、議題２は以上でございます。 

  では、議題３について事務局から説明をお願いします。 

（進藤参事官）今後の会議予定について御案内いたします。 

  次回の定例会につきましては、９月６日火曜日１４時から、場所は今日と同じ６階の６２

３会議室でございます。議題については調整中であり、原子力委員会ホームページなどによ

りお知らせいたします。 
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（上坂委員長）ありがとうございます。 

  それでは、委員から何か御発言ございますでしょうか。 

  発言がないようですので、これで本日の委員会を終了いたします。お疲れさまでした。あ

りがとうございます。 


